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　119番通報を取り巻く環境については、高齢化の進展
や障がい者の社会参画の拡大等により、様々な状況にお
ける音声以外の緊急通報手段の需要が高まることが予想
されることから、聴覚・言語機能障がい者等に対応した
緊急通報について、いつでも全国どこからでも通報でき
る、音声によらない緊急通報技術を検討し、その手段を
確立することを目的として、「119番通報の多様化に関
する検討会」を発足し、去る９月１日に第１回検討会を
開催しました。

　検討会では、広く普及しているスマートフォン等の携
帯電話端末から、音声によらず、データ通信で通報がで
きるよう技術的条件を検討するとともに、プロトタイプ
機を用いて基本的動作の検証を行います。

（１）技術的条件
 　　 通報時おける聴取項目、通報者及び消防本部イン

ターフェース、回線通信手段等
（２）実証実験
 　　 インターネット環境で動作する実証実験システム

を構築し、技術的条件等を検証
（３）その他
 　　 基本情報の事前登録、通報方式の比較（Web ／ア

プリ）、位置情報の取得、サーバ要件、非参加消防
機関との連携、サービス提供事業者のあり方、外
国語対応等

　今年度は４回程度の検討会を開催し、上記２（１）に
記載した技術的条件を取りまとめる予定です。

　第１回検討会では、検討背景及び経緯、検討会の概要、
検討項目（通報時聴取項目、通報者及び消防本部インター
フェース等）について事務局から説明が行われ、今後の
方向性等について検討が行われました。
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１　概要

問合わせ先
　消防庁国民保護・防災部防災課防災情報室
　TEL: 03-5253-7526

２　検討項目

４　今後のスケジュール

３　第１回検討会の内容

119番通報の多様化に関する検討会の開催
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